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1．　 始め に

　ESP にお い ては多面的なニ
ーズ分析が不可欠であるが 、 その基本となるのが実際の 言語運 用を解明する

テ キ ス ト分析である。工業系大学で はさらに ESP の 領城を限定 し EngliSih　fbr　Sdence　and 　Technology

（EST ）の 立場に基づ い た英語教育が要請され、テ キ ス ト分析に つ い て は
、 近年 コ

ーパ ス に基づ い た言語分

析法が急速に発達 して い る。 本研 究は 、 独自に構築した科学技術系英文 の コ
ーパ ス に基づ い たテ キ ス ト分

析の結果を考察 し 、
工業系大学の 英語教育 EST の 内容を確定するための 手法 と、 今後の 英語教材作成の

一

方向性を提示す るこ とを目的とする。

2．　 EST コ ーパ ス の構築

本研究で は、EST の観 点か ら工 学系学術論文 似 下 J コ ーパ ス）と
一
般 科学雑誌の 記事 （以下 M コ ーパ

ス ）の 2種類の コ
ーパ ス を独 自に構築 した。J コ

ーパ ス に つ い て は対象を電気関連の 分野に限定 した 。 内容

の バ ラ ン ス
、 分野を代表する もの で あるか等考慮し 、 電気関連の 異なる分野 か ら 5種類の 論文誌をデー

タ

ソース とし鵡 データは web と CD ・ROM か ら採取した もの で、最終的にはそれぞれ約 10 万語の サブ コ

ーパ ス か ら成る全体と しては約 50 万語の コ
ーパ ス となっ た。M コ

ーパ ス は ScientificAmerieaの web 上

の 記事 （1997年から 2001年）を採取 したもの で、これ も全体 として約 50万語か ら成 る。

3．　 分析結果 と考察

　本研究の 分析には コ ン コ
ーダ ン サー

：Wordsmith ［［bolS　Version　6．0 と品詞 タグ付け ソ フ ト ：　Brill’

s

Tlagger　Version　1．　14 を使用 した。
　WordSmith によるコ ーパ ス J と M の基本統計は以下の 通 りで ある。

」 コ
ーパ ス 　 M コ

ーパ ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J コ
ーパ ス 　 M コ

ーパ ス

Tokens 521
，
829 593

，
714Ave ．　Word　Length 4，88 5．02

Types 15
，
417 29

，
566SentenGes 19

，
353 24β62

野pe厂roken　Ra廿o 2．95 4．98Sent ．1£ ngth 26．52 23．77

3．1。　 頻度表か ら見る 2分野の共通 性と差異

3．1．1．高頻麌語彙

　Wordsmith　［bbolSで 得 られた頻度表を精製し、さらに中学既習語 1000語を除き、　J コ ーパ ス と M コ
ー

パ ス それぞれの 頻度表を作成した。これ らを比較した結果、以下の 特陸が見 られた。 100 位まで の語彙の

中で両 コ
ーパ ス に共通 して い る語彙は以下の 21語 （base，　ee珪　change

，
　control ，　cost ，　data，　design，　energy ，

最）rm ，　howeve葛1  e ，
　mOdel ，　problem，　process，

　set，
　speed ，

　staもe，　sur 塩ce ，　system ，　thus，　while ）である。注

Rすべ きなの は system が両 コ ーパ ス に お い て頻度第
一
位で 、難 青論文 、 雑誌の違い を問わず広 く使用 さ

れ て い ることで ある。 又 、 data も両者の 上位に共通して出現 して い る。こ の よ うに両 コ
ーパ ス に共通 して

高頻度で出現す る語彙は 、 EST の 教材作成に際 し最重要語彙として採用すべ きであろ う。
　M コ

ーパ ス の 高
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頻度の 語彙が
一一
般的な語彙 （eg ．　computer

，
　university ，

　space ，　human ，　technology，　pereent，　inf（〕rmation ，

dmg ）である の に対 し、J コ
ーパ ス にお い て はや は り軒 『用語 （e ．g．　value ，　voltage ，　ch ℃Uit，　flow，　lead，　input，

output
，
　varhble

，
　current

，
　a1gorithm

，
　parameter，　signal ，

　thermaL 　combustio 且 ）が 中心 で あり、電気関連

の 専門分野の 学生には、これ らの 語彙を中心 とした EST 棚 を 作成する こ とが必要 で あろ う。

3．1．2．過去分詞形の 頻度

　頻度表の 精製作業をす る前段階では動詞は現在形、過去形な どが別 々 に表示 され るが、J コ
ーパ ス では 、

単純頻度 100 位まで の動詞の 場合、過去形 （ある い は過去 分詞形）の 出現数が現在形よ りはる か に 多い

こ とが解 っ た 。 そこで 、過去分詞の 出現頻度を調 べ るために両 コ
ーパ ス の全テ キ ス トに タグ付けを行い 、

動詞の 種類別の 出現率を調 べ た ところ、過去分詞形は J コ
ーパ ス で は 4．37％ と動詞の 変化形の うち最も高

い こ とが確認 された 。 又 、
M コ

ーパ ス にお い ても
’ing形 （2．82％）に次い で高い率 （2．64％）であ っ た 。

工

学部の 学生が英文読解の際犯す誤 りに、形容詞的用法の過去分詞 と主動詞の 取 り違えがあるこ とはよく指

摘 され るが、テ キ ス ト分析の 点か らも 、 過去分詞形の理解が専門論文の読解に重要であ るこ とが確認 され

た。

3．1．3．shown の 用法

上記の よ うに過去分詞形の使用驤 が高い ことが確認されたが、実際に過去分詞形が文章の 中で どの よう

に使われて い るかを shown を例 として調べ てみた。　 shown は J コ
ーパ ス にお い て 808回出現するが、さ

らに WordSmith の clusteri   機能を使い shown に関連する連鎖の 頻度 を検索 した とこ ろ 、 1 番頻度が

高か っ たの は shown 　in　figで 382回であ っ た。

　　〈過去 ・過去分詞形 と現在形の 出現頻度比較〉　　　　〈 shown の clustering に よる頻度〉

単語原形 過去 ・過去分詞 現在形 順位 du8鎗 r Freq．
show shown 　8081showed 　97 245 1 shown 　jn丘9 382

base 816 139 2 as 　8hown 血 206
Pmpose 534 63 3 is　shown 洫 192
obta 血 502 115 4 are 曲 own 　in 133
出 d 287 76 5shown 血 丘9  110

OD 皿 pa「e 277 67

　 cluster の頻度では第 2位の形 as 　shown 　in をさらに調 べ ると as 　shown 　in の頻度 206の うち、やは

り
一

番多か っ たの は as 　Chown　in　figあるい は figureで 178、　as 　shown 　in　table　17、 そ の 他の パ ターン が

11で ある 。 他方 、 M コ ーパ ス にお ける as 　shown 　in の出現回数は 1回 の み as 　shown 　in　three　days　of
demonstrations とい う形であり、

一
般的な記事の文章で は非常にまれに しか使用されない こ とが解 っ た。

4．ま とめ と今後の課題

　以上が、頻度表の 考察を通 した本研究で得 られた知見で あるが、これ らはそれぞれ 50 万語を越える 2 っ

の コ ーパ ス の 言語デー
タの語 るところ の ほん の

一
片に過ぎない 。今後は、この 言語材料をよ り精確に分析

し、EST に適切 な教材作成 を実現す る こ とが課題で ある。語法の特徴をより正確に把握するためにはタガ
ーとコ ン コ ーダン サーを組み合わせ て 品詞情報を含む分析をするこ と（これは よ り精確な単語頻度表の作成

を可能 にし、分野別藷 彙リス トの 教材化の可能 隆に つ なが る）、構文解析ソフ トを使用するこ とによ り構文

の 特徴を解明する こ との 2 点も、今後 、 着手すべ き課題である。
い ずれの場合も、基本は分析の元 となる

データであり、今回構築 した 2 つ の コ ーパ ス を量 と質の両面からより充実させ てゆくこ とを常に念頭に置

かなければな らない 。その ような専門分野に特化 した良質なデータを用い るこ とによ っ て 初めて 、専門研

究に直結した効率的な英語 web 教材の作成が明確に視座に据え られ るわけである。
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